報告書
奈良女子大学大学院人間文化研究科

物理科学専攻

板野　由佳
平成１９年３月１６日から３月２６日まで，大学院教育イニシアティブの研究交流支援プログラムの援助を得て，ニュージーランドの首都ウエリントンにあるIRL研究所を訪問しました。
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　 ビクトリア山から眺めた市街地
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　　　　　　　国会議事堂の前

アフター５にショッピングに連れて行ってもらったときは、まるでお姉さんができたかのような感じでとても楽しく過ごすことが出来ました。スウェイさんに研究者を目指している女子学生にメッセージを頼んだら快く書いてくださったので、私見の混じった日本語訳になりますが載せたいと思います。
「人生に目標を持って過ごしてください、夢は叶えることができます。Never give up！」

この言葉とニュージーランドで得た経験を忘れないよう今後も精進していきたいと思います。

最後に、引率してくださった岩渕先生、現地でお世話になったウラジミールさん、温かく迎えてくださったIRLの研究者の方々、また事務手続きでお世話になった秘書の高橋さん等さまざまな方のおかげで無事に旅を終えることが出来ました。

どうもありがとうございました。
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       　　 　　　　今回訪問したIRLの研究棟（左）と図書館（右）

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

スウェイさんと私

出発した３月の日本は暖冬が終わりになって急に寒くなり、厳しい気候だったのですが、ニュージーランドはとても穏やかな気候でした。季節は秋で、残暑が感じられる暑い日もありましたが乾燥しているので気持ちよく、オープンテラスのカフェでティータイムを過ごすのが一般的なようです。





研究所は郊外のとても静かな場所にありました。とても広い個室も用意してもらって素晴らしい環境で研究活動をすることが出来ました。また、今回お世話をしてくださった岩渕先生の共同研究者であるDr.ウラジミールさんが若い女性研究者を２人も紹介してくださって、お話を伺う機会が持てました。一人目はインド出身のアロナさん。４歳になる娘さんがいるお母さん





   　　　　私の研究室


です。am９：００～pm５：００までが当たり前に守られている研究所は子育てがしやすそうでした。５時以降には、お酒の飲めるレストランとスーパーぐらいしか開いていませんし、日本も皆お店を閉めて夜は家に帰るようになったらいいのにと思います。


もう一人は中国出身のスウェイさん、とても気さくで面倒見の良い方です。
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